
輸血関係の皆さま

小生（大戸斉）は今年度末の教授退官を前に最終講義を予定しています。

演題 「福島の輸血医学：世界へのインパクト」

期日 平成 29 年 3 月 1 日（水）16:00-17:15

会場 福島医大第 2 臨床講義室

内容には自分が行ってきた研究を中心に、母児間微量相互輸血現象と

microchimerism、母児間ウィルス感染(HBV, HCV, HGV, TTV)、新しい血液型

KANNO の発見、血小板型母児間不適合妊娠、RhD 陰性血輸血による D 抗原感

作、抗 M による遅延する新生児貧血、輸血後の microchimerism、HLA one-way 

match と輸血後 GVHD、FFP による同種免疫反応、血液保存中の microparticle 形

成と Filter による形成予防、血小板保存 Bag などを含む予定です。

検査技師、看護師、関連する Maker や検査会社に勤務する方なども含めて、輸

血医学に関わる方はどなたも講義聴取を衷心より歓迎いたします。

大戸 斉 拝

福島県立医科大学

輸血・移植免疫学

960-1295 福島市光が丘１

Tel 024-547-1537, or 1536 FAX 024-549-3126

Hit-ohto@fmu.ac.jp


